
令和６年○月○日  
〇〇市⽴⼩学校⻑ 殿 

 
愛知県⼩中学校⻑会会⻑ 都築 孝明  

  同  法制委員⻑ 加古  勲  
 

「⼩学校高学年における教科担任制の現状と課題」調査について（依頼） 
 
 愛知県⼩中学校⻑会法制委員会では、これまで学校運営における制度運営上の今日的課題
に関して研究してまいりました。今年度は⼩学校高学年における教科担任制の現状と課題に
ついて、調査研究を進めてまいります。 
 そこで、県内の⼩学校の状況と今日的な課題を明らかにするために、下記のとおり調査を
実施いたします。ご多用中とは思いますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 
 

記 
１ 調査研究のねらい 
  令和４年度から新たに導入された「⼩学校高学年における教科担任制」が３年目を迎え

る。また、中教審では中学年での推進についても言及している。そこで、各学校における
教科担任制の現状について調査し、制度運営上の課題を整理するとともに、今後の望まし
い在り方について研究を進めていく。 

 
２ 調査対象者  愛知県⼩中学校⻑会会員のうち⼩学校⻑全員 
 
３ 回答方法 
  別紙調査内容について、下の URL または、右のＱＲコードを利用 

してフォームズにて、回答を行ってください。 
 URL：https://forms.office.com/r/hTkp6v0in8 

 
４ 回答期限 令和６年○月○日(○) 
 
５ その他 
（１）フォームズのアンケートは回答途中での保存ができません。また、回答・送信は１回

のみで、修正・再送信はできません。別紙「⼩学校高学年における教科担任制の現状と
課題に関する調査」で内容をご確認の上、アンケートに回答してください。 

（２）調査対象期間は「令和６年度」です。ご協力をよろしくお願いいたします。 
    
 
 

＜問い合わせ先＞        
 〇〇市⽴〇〇⼩学校 〇〇〇〇〇 

電話 〇〇〇〇−〇〇―〇〇〇〇 
 Mail ○○○○○○○○○ 

FAX 〇〇〇〇―〇〇―〇〇〇〇〇           
   
 

① 

https://forms.office.com/r/hTkp6v0in8


 小学校高学年における教科担任制の現状と課題に関する調査 

愛知県小中学校長会法制委員会  

※校⻑先⽣ご⾃⾝でご回答願います。 
※回答、送信は１回のみです。修正・再送信はできません。 
※４番、７番の回答が「いいえ」の場合は、実際のフォームズでは順次番号 

が繰り上がるため、この調査用紙の番号とは異なる場合があります。 
※「令和６年度」、の実施状況についてご回答ください。 
 
 
 
 
 

○ 学校基本情報について 

１ 学校の地区を選択してください。  尾張、 三河 
２ 学校の郡市名を選択してください。 

 【尾張】⼀宮市 瀬⼾市 半⽥市 春日井市 津島市 ⽝⼭市 常滑市 江南市 ⼩牧市 稲沢市 
東海市 ⼤府市 知多市 尾張旭市 岩倉市 豊明市 日進市 愛⻄市 清須市  
北名古屋市 弥富市 あま市 ⻑久⼿市 愛知郡 ⻄春日井郡 丹⽻郡 海部郡 知多郡 

 【三河】豊橋市 岡崎市 豊川市 碧南市 刈⾕市 豊⽥市 安城市 ⻄尾市 蒲郡市 新城市 
  知⽴市 高浜市 ⽥原市 みよし市 額⽥郡 北設楽郡   

３ 学級数を選択してください。（特別支援学級を除く） 
   ６学級未満（過⼩規模校） 
   ６学級以上１２学級未満（⼩規模校） 
   １２学級以上１８学級以下（標準） 
   １９学級以上３０学級以下（⼤規模校） 
   ３１学級以上（過⼤規模校） 
 
○ 「小学校高学年における教科担任制の強化による専科指導教員」の配置（令和４年度から配置）に

ついて  （すべての小学校が回答してください） 

４ 令和６年度に、専科指導教員の加配がありましたか。 
ア：はい   イ：いいえ➡７の設問へ 

５ 令和６年度に、専科指導教員の加配された学校は、何の教科を担当していますか。（複数回答可） 
   ア：外国語  イ：理科   ウ：算数   エ：体育 
 ６ 専科指導教員が担当している学年は何年⽣ですか。（すべて選択） 
   ア：１年  イ：２年  ウ：３年  エ：４年  オ：５年  カ：６年 
  
※以下の設問は、『「⼩学校高学年における教科担任制の強化による専科指導教員」の配置による教科担

任制』以外の教科担任制の実施状況について、回答してください。 

○ 「小学校高学年における教科担任制の強化による専科指導教員」以外の教科担任制（書写のみを除

く）の実施状況について（すべての小学校が回答してください） 

７ 教科担任制を実施していますか。 
   ア：はい  イ：いいえ➡12 の設問へ 

別紙 

【調査研究のねらい】 
令和４年度から新たに導入された「⼩学校高学年における教科担任制」が３
年目を迎える。そこで、各学校における教科担任制の現状について調査し、
制度運営上の課題を整理するとともに、今後の望ましい在り方について研究
を進めていく。 



８ 教科担任制をどのような形態で実施していますか。（複数回答可） 
   ア：従来の「県の教職員定数配当方針による学級数に応じて配当される専科教員」による教科担

任制 
イ：学級間で授業を交換する教科担任制 

   ウ：中学校の教員が⼩学校に出向いて授業を行う教科担任制  
   エ：市町村独⾃措置の教員等、専科指導教員以外の配置を活用した教科担任制  
   オ：教務主任、校務主任等が特定の教科を担当する教科担任制  

カ：その他（記述欄へ） 
９ 教科担任制を実施している学年は何年⽣ですか。（すべて選択） 

   ア：１年  イ：２年  ウ：３年  エ：４年  オ：５年  カ：６年 
10 教科担任制を実施している教科は何ですか。（複数回答可） 

   ア：外国語（活動）  イ：理科  ウ：算数  エ：体育 
   オ：国語   カ：社会  キ：音楽  ク：図工  ケ：家庭  コ：⽣活 
 

○ 教科担任制の意義・成果について（教科担任制を実施している小学校は回答してください） 

11 教科担任制を取り入れたことによる効果は何ですか。（主なものを３つまで） 
ア：専門的でより質の高い授業ができる。 

 イ：⼀つの学級に対して多くの教職員で関わることにより、多面的な児童理解ができ、諸問題に対
して、組織やチームで対応することができる。 

 ウ：同じ授業を複数回行うことができるため、さらなる授業改善をすることができる。 
 エ：中学校の教科担任の体制に早い段階で慣れることができる（中１ギャップの軽減）。 
 オ：授業の持ちコマ数が減り、空き時間が増える。 
 カ：担当しない教科分の教材研究や準備の時間が削減できる。 
 キ：各教科の教員が⾃分の強みを⽣かすことができる。 
 ク：その他（記述欄へ） 

 
○ 教科担任制の課題について（すべての小学校が回答してください） 

12 教科担任制の課題は何ですか。（主なものを３つまで） 
ア：専科指導教員の加配が不十分なため、思うように実施できていない。 

 イ：専科指導教員の対象とする教科が４教科に限られており、学校のニーズに合致していない。 
 ウ：担当する専科指導教員が講師等で経験や力量が不足しているため、授業の質の高まりにつなが

らない。 
エ：担任の免許教科でありながら、担当できないケースが出てくる。 

 オ：⾃分の指導力を高めていく教科が限られる。 
 カ：学習内容の定着が不十分な児童に対して、フォローする機会が限られる。 
 キ：担当する教科が必ずしも専門性が高い教科とは限らず、授業の質の高まりにつながらない。 
 ク：時間割作成が複雑になり、担当者の負担が⽣じる。 
 ケ：学校行事や各学年行事による授業変更が容易にはできない。 
 コ：専科教員や少人数加配の転用のため、しばりができて運用しにくかったり、少人数授業を実施

できなかったりする。 
 サ：個々の児童についての情報交換や引継ぎのための時間確保が難しい。 
 シ：低・中学年の教員がかえって持ちコマ数が増えるケースが出てしまう。 
 ス：専門教科の免許をもたない教員に高学年の担当をさせにくい。 
 セ：その他（記述欄へ） 



○ 教科担任制の充実について（すべての小学校が回答してください） 

13 教科担任制を充実させるために、今後必要なことは何ですか。（主なものを２つまで） 
ア：専科指導教員の加配を拡⼤する。 

 イ：専科指導教員の対象教科を拡⼤する。 
 ウ：高学年から中学年まで対象を広げる。 
 エ：高学年から低・中学年まで対象を広げる。 
 オ：⼩学校における教員配置で、各免許教科のバランスをよくする。 
 カ：その他（記述欄へ） 

 
○ 教科担任制について 

14 教科担任制について、ご意見がありましたらお書きください。 



02_ 教育条件委員会活動報告 

 

１ 予算陳情日程 

 ・「令和７年度教育予算に関する陳情書」「陳情説明資料」 ８月初旬完成予定 

 ・県教育委員会に対する予算陳情 ８／２７（火）に実施 

 

 

 

 

 

 

２ セカンドステージセミナーの名簿集約 

 ・１１／６（水）に実施（三河地区は午後日程） 

 ・各地区の教育条件委員が９月に入ると準備を始めます。ご協力ください。 

   ①９／１３以降 該当の先生方に派遣依頼を送付します。 

   ②９／２７締め切りで「参加者名簿」の取りまとめを行います。 

３ 県教育条件委員会からの報告 （財務施設課からの情報提供） 

①専科指導の目的 

  「専門的な知識をもつ教員による指導が受けられる」ということに加え、「働き方改

革」としての加配でもある。担任の持ちコマ数を減らす意味合いがあるため、Ｔ２

ではなく、空き時間とし、職員室で仕事を進められるようにしていただきたい。 

 ②部活動ガイドラインの順守 

  働き方改革の推進のために加配を行っており、国はガイドラインを守る学校（市町）

に加配措置を行う、という姿勢でいます。順守をお願いします。 

 ③産休・育休代替教職員の前倒し任用 

  教諭・講師については、少人数指導か児童支援加配として任用しています。そのた

め、成果の報告が求められた場合、「引継ぎがスムーズにできた」ということだけで

なく、重複任用期間の少人数指導や児童支援における成果にも触れていただけると

今後の制度維持に助かります。 

 ④日本語教育が必要な児童生徒の報告 

  国が日本語指導加配の人数を決める際に基準とするのは、「日本語教育が必要な児童

生徒数」ではなく、その内の「特別な教育課程編成者数」となります（※）。より多

くの加配枠を獲得するため、ご協力をお願いしたいです。 

  （県として日本語加配の枠が余れば少人数指導等の他の加配に回すことも････。） 

４ 添付資料 

  「教職員定数等に関する予算について」（参考資料含む） 

文科省作成資料（２件）、「加配教職員定数について（義務）」 

「日本語教育が必要な児童生徒に対する特別な教育課程を編成している割合」※ 

② 

陳情の柱となる６項目のうち、「３」に「教職の魅力向上・発信」という文言を入れ

るよう調整中です。昨年度の県議会議員への陳情の際に「先生方はすぐに『人をくれ、

くれ』というが、いくら枠を作っても欠員が生じているじゃないか」「先生方が教員の

魅力をもっと発信していく必要がある」という厳しい言葉をいただきました。１０月中

旬から始まる地元県議への陳情の参考にしてください。 



















１ 経過報告                      ④ 進路委員会  
  

６月１９日(水） 愛知県専修学校各種学校連合会との協議会① ガーデンパレス 

６月２０日(木) 愛知県私学協会との連絡会① ガーデンパレス 

６月２０日(木) 入選協専門員会②  自治センター 

７月 ４日(木) 入選協専門員会③  自治センター 

７月 ９日(火) 愛知労働局との懇談会 三の丸庁舎 

７月１１日(木) 愛知県私学協会との連絡会② ガーデンパレス 

７月１２日(木) 県教委（高等学校教育課）との懇談 自治センター 

７月１２日(木) 県教委（あいち学びの推進課）との意見交換会 自治センター 

７月１８日(木) 愛専各連合会との協議会② ガーデンパレス 

７月１９日(金) 公私連絡会① ガーデンパレス 

７月２３日(火) 入選協親会議②  

         

 

２ ⽣徒数、学級数調査（三河部中学３年⽣）R6.5,1 現在 
全三河〈通常学級〉男子 11,252 名 女子 10,837 名 合計 22,089 名(-66 名) 

西三河〈通常学級〉男子  7,936 名 女子  7,438 名 合計 15,374 名(-54 名) 

東三河〈通常学級〉男子  3,316 名 女子  3,399 名 合計  6,715 名(-12 名) 

 
 
３ 連絡事項   
(1)  Web 出願システム改修に関する要望への回答    →資料１ 
(2) 県私学協会との連絡会（要望） 6/20       →資料 2 

私学協会三河支部との意見交換会（要望）6/7    →資料 3            
 (3)  県専各連合との協議会（要望）  6/19       →資料 4                        
(4)  県教委高等学校教育課との意見交換（要望） 7/12 →資料 5 

 

 

 

 

 

 



４ 今後の予定 

 8 月 22 日（木） 

8 月 26 日（月） 

 

 

8 月 27 日（火） 

9 月 5 日（木） 

9 月 10 日（火） 

9 月 11 日（水） 

9 月 12 日（木） 

9 月 13 日（金） 

9 月 14 日（土） 

9 月 17 日（火） 

9 月 17 日（火） 

9 月 18 日（水） 

9 月 20 日（金） 

9 月 24 日（火） 

10 月 7 日（月） 

10 月 8 日（火） 

10 月 9 日（水） 

10 月 11 日（金） 

10 月 15 日（火） 

10 月 16 日（水） 

11 月 5 日（月） 

11 月 8 日（金） 

11 月 12 日（火） 

私学展（～23 日） 

推薦・特色選抜入試要項説明会<東三>AM 

推薦・特色選抜入試要項説明会<西三南>AM 

推薦・特色選抜入試要項説明会<西三東>PM 

推薦・特色選抜入試要項説明会<西三北> 

合同進路委員会④ 

私学合同説明会<名古屋地区> 

私学合同説明会<名古屋地区> 

私学合同説明会<名古屋地区> 

三河進路委員会④ 三河私学との懇談会② 

専修学校展   

県進路指導中高連絡会  

私学合同説明会<西三河地区> 

私学合同説明会<西三河地区> 

私学合同説明会<東三河地区> 

公私連絡会② 

三河校長会理事会 

専修学校高等課程合同説明会 

専修学校高等課程合同説明会 

公立高校入学者選抜実施要項説明会<名古屋> 

公立高校入学者選抜実施要項説明会<尾張> 

公立高校入学者選抜実施要項説明会< 三河> 

合同進路委員会⑤ 

三河校長会理事会 

三河進路委員会⑤ 

愛知県体育館 

ライフポートとよはし 

刈谷市産業振興ｾﾝﾀｰ 

岡崎市役所分館 

豊田市教職員会館 

県教育会館 

名古屋市教育センター 

名古屋市教育センター 

名古屋市教育センター 

豊橋商工会議所 

ナディアパーク 

県教育会館 

岡崎竜美丘会館 

岡崎竜美丘会館 

ロワジールホテル豊橋 

ガーデンパレス 

岡崎竜美丘会館 

名古屋市教育センター 

名古屋市教育センター 

名古屋市教育館 

三の丸庁舎 

西三河総合庁舎 

県教育会館 

竜美丘会館 

三河教育会館 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｗｅｂ出願システムに関する要望等への回答について  
                                                              令和６ 年 ６ 月 1 0 日           

                                                         高等学校教育課  
Ｑ１ ユーザ登録時に、クラス番号や氏名、生年月日などの｢鍵情報｣だけでなく、  連絡先や住所、保護者氏

名といった確認に手間と時間がかかる情報も登録するシステムにしてほしい。また、点検作業ができるよ

うに、ユーザ登録完了後に確認用の帳票が出力できるようにしてほしい。   
 Ａ１ 出願時にユーザ登録時から変わる可能性のあるデータについては、出願先の高等学校が正しく選択でき

ないなど不具合が発生することがあり得るため、安全面から現状のとおりとさせていただきたい。  生徒が

入力したユーザ登録情報は、随時一覧表を出力して確認していただけるようになっている。   
 
 Ｑ２ 志願者の出願登録を待たず、ユーザ登録が済んだ時点で中学校が調査書  情報を登録できるようにしてほ

しい。  
 Ａ２ 要望どおりの改修を進める。  
  
Ｑ３ 一度調査書情報を登録したら、選抜の種別が異なっても生徒の出願情報  が登録されるごとに紐づけされ

ていくようなシステムにしてほしい。   
Ａ３ 要望どおりの改修を進める。  
 
Ｑ４ １人ずつ確認しながら承認依頼を行うシステムになっているが、１人を承認依頼した後に次の生徒の承

認依頼をするためには、毎回「戻る」ボタン  で戻って、クラス・番号  でソートし直して作業しなければ

ならない。ソー トをかけたものが、一度次の画面に戻るとリセットされるのを改善してほしい。   
Ａ４ 要望どおりの改修を進める。  
 
Ｑ５ ワンタイムパスワードを毎回要求されるが、ログインパスワードで代用するなどしてワンタイムパスワ

ードの要求回数を減らしてほしい。   
Ａ５ 個人情報を扱っていることから、安全面の観点において現状のとおりとさせていただきたい。なお、ワ

ンタイムパスワード発行までにかかる時間を短縮する改修を行っている。   
 
Ｑ６ 高等学校において掲示による合格発表はなくなるということだが、別の方法での合格発表は行わないの

か。  
Ａ６ 全日制課程については、Ｗｅｂページにおいて発表も検討している。ただし、連携型選抜及び第２次選

抜は行わない。  
 
Ｑ７ 志願変更や合格辞退などの重要な内容については、中学校に確実に通知されるようなシステムにしてほ

しい。  
Ａ７ 要望どおりの改修を進める。  
 
Ｑ８ 推薦情報の推薦の理由は 300 文字以内となっているが、入力できる文字数をもっと増やしてほしい。   
Ａ８ 500 文字以内に改修する予定である。   
 
Ｑ９ 志願者が入力する画面を中学校でも確認したい。   
Ａ９ 志願者の画面の確認方法については、実施要項説明会でお伝えする。   
 
Ｑ１０ 緊急時の対応のために教頭も学校管理者として認めてほしい。   
Ａ１０ 安全面の観点から、学校管理者を２名以上とすることはできない。  なお、緊急時は、愛知県教育委員

会にご相談いただく。  
 
Ｑ１１ 「受検当日の時間や持ちもの等、必要な情報を各高等学校ＨＰで確認しなさい。」という注意喚起の文

言を受検票に記載してほしい。   
Ａ１１ 表現は調整するが、要望どおりの改修を進める。   
 
Ｑ１２ 合否結果閲覧時に改めてログインパスワードを求めることをやめてほしい。   
Ａ１２ 要望どおりの改修を進める。   
 
Ｑ１３ 合否結果の印刷方法を志願者・保護者の手引に入れてほしい。   
Ａ１３ 要望どおりの改修を進める。   
 
Ｑ１４ 外国籍の生徒への配慮として多言語対応の機能をつける。分かりやすい解説動画を作成するなどの対

策をしてほしい。   
Ａ１４ 現時点では、システムの機能変更の予定はない。  
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令和６年６月２０日  

 愛知県私学協会 

 会長  榊  直樹 様 

愛知県小中学校長会   会長 都築 孝明  

名古屋市立小中学校長会 会長 鈴木  健  

合同進路委員会    委員長 西脇 治郎  

 

中学校卒業生の私立高等学校への進学についての要望 

 

 県内中学校卒業生の受け入れにつきましては、格別のご理解とご配慮をいただき、深く感謝いたし
ます。今後も、子どもたちの将来のために、中高連携のもとよりよい進路指導ができるよう最善を尽くし
てまいりたいと考えております。 
 すでに様々なご配慮・ご対応をいただいているところではありますが、学校教育と進路指導のさらな
る充実のため、下記事項についてご検討いただきますよう要望いたします。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
 

記 
 
１ 中学校３年生の２学期後半から３学期にかけての期間、教育活動を適正に行うことができるよう、

ご協力をお願いします。 
(1) 進学相談の期日の厳守（今年度は令和６年１２月１８日(水)以降） 
(2) 入試日程がこれ以上早期化しないよう配慮（１月の始業式以降に出願となる日程調整） 
(3) 合格者出校日を実施する際の中学校の授業への配慮（卒業式前の平日には実施しない） 

２ 学校案内・募集要項等の一層の充実をお願いします。 
(1) 学校案内や募集要項に納付金等の入学時に必要な金額・納入期限の明示（前年度の情報で

も可） 
(2) 入学願書の氏名・住所の入力方法の統一と明示（募集要項等に明示、記入例を記載。配慮す

べき事項がある場合は学校間で対応。） 
３ 体験入学等にかかわる事項の一層の改善をお願いします。 

(1) Ｗｅｂによる個人申込の導入・拡大など､申込方法の簡便化（個人申込の開始日時の配慮） 
(2) 実施日数や定員枠の拡大等、参加機会の確保 
(3) 日程一覧の電子データの早期提供の継続（５月上旬に送付いただき感謝します） 

４ 入試関係事項の一層の改善をお願いします。 
(1) 適正な出題内容の継続（２学期末までの学習範囲） 
(2) 推薦書等の入試関係書類の精選 
(3) 合否結果通知の迅速化と通知方法 
(4) 後納金締切日の配慮 
(5) 評定分布一覧表の受領 
(6) 病気または事故による負傷等、特別な事情のある生徒への受験上の配慮 

５ 部活動・クラブチーム参加生徒にかかわる特待の勧誘等について配慮をお願いします。 
(1) 勧誘方法 

 高等学校の校長(または渉外担当者) から中学校の校長を通して電話等で直接連絡を行うよ
うお願いいたします。 

(2) 中学校への打診時期（県下すべての地区の合同説明会終了後） 
 今年度は９月２４日（火）以降、終期につきましては、１１月末までを望みます。 

(3) 高校とクラブチーム監督・コーチとの接触 
・  クラブチームを通じて推薦基準が本人・保護者に伝わったり、高校やクラブコーチから推薦に

関する安易な発言があったりすると、中学校と保護者との間でトラブルになる可能性があります
ので、気を付けていただきますようお願いします。 

・  特待としての扱いはしないものの、中学校を通して勧誘させてほしいというケースがあります。
このことは、生徒・保護者に過度の期待を与えることにつながります。また、中学校も対応に追
われる状況が出ることがありますので、ご配慮をお願いします。 

６ 合同説明会の実施については感謝申し上げます。引き続き内容のより一層の充実を図っていた
だき、趣旨が生かされますようお願いします。 

７ 体験入学や私学展の際に、生徒・保護者に誤解を与えるような対応や「学力基準」の扱い等につ
いては、引き続き慎重な対応をお願いします。 

８ 「特色入試」について、高校ごとに求める生徒像や実施方法を中学校及び保護者に十分な周知
をしていただきますようご配意をお願いします。 

９  感染症等のため、当日の受験ができなかった生徒への受験機会の確保、入学金の支払期日の
配慮等の対応を引き続きお願いします。 
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令和６年６月７日  

愛知県私学協会三河支部長                                                 

     寺 部  曉 様                                                  

三河小中学校長会長  彦坂登一朗 

       三河進路委員会委員長  石積 紀尚  

                                       

令和７年３月中学校卒業生の私立高等学校への進学についての要望 

          
 令和６年度私立高等学校の入学に際し、三河地区卒業生の受け入れにつきましては、格別
のご理解とご配意をいただきましたことに深く感謝しております。とりわけ、昨年度も、感
染症対策として、追検査の設定や入学時納付金につきまして格別なご配慮を賜りました。改
めて感謝申し上げます。令和７年度入試が、今まで同様に円滑に実施できますよう、下記の
事項について一層のご理解・ご協力をお願いいたします。   

記   

 
１ 中学校への訪問は、新しい入試日程による中学校の学校行事などを踏まえ、適切な時期

に実施していただくようお願いします。特に２学期中旬以降の訪問については、進路指導
主事または３年学年主任で対応できるようにしますので、事前のご連絡を確実にお願いし
ます。 

なお、本年度の進学相談の期日は、令和６年１２月１８日（水）以降でご協力ください。 
                       

２ 体験入学・学校見学会等については、参加申込み方法の簡素化や、ＷＥＢ申込の一層の
拡大をお願いします。ＷＥＢ申込の場合は、申込開始日や時刻についてご配慮をお願いし
ます。また、申込書を使用する場合は共通様式によることを基本としてお願いします。開
催時期も１２月初旬に受験校を決定することを考慮して決定していただくようにお願いし
ます。 

 
３ 学校案内等の共通化をお願いします。                                 
  (1)  学校紹介ポスターやチラシ等は、教室掲示に適したサイズ（Ａ４版）にすること。 
 (2) 学校案内や募集要項に納付金等の入学時に必要な金額・納入期限を掲載すること。 
 
４ スポーツ等の特待生の取り扱いについて、次の事項の徹底をお願いします。 

(1) 相談開始時期は、県下すべての地区の私学合同説明会以降（今年度は９月２４日（火）
以降）とし、高等学校長または高等学校長の意向を受けた渉外担当の方から、中学校長
へ電話等で話を通してから進めること。 

(2) 授業料軽減等の特待に該当しない生徒の勧誘については応じられない場合があるこ
と。 

(3) 特待生の合格通知の時期は、他の推薦合格者と同一時期とすること。  
 

５ 生徒の勧誘に関することについて、次の事項の徹底をお願いします。 
 (1) 生徒や保護者に合格の期待をもたせるような安易な言葉かけは避けること。 
 (2) 「合否基準」が、高校側やクラブチームの監督等から生徒や保護者に伝わることがな

いようにすること。 
 
６ 入試関係事項として、次の４点を引き続きお願いします。                 

(1) 推薦書については、共通化または廃止を含めた検討をしていただくこと。 
(2) 出題内容は、入試の時期も勘案して、一層の適正化を図っていただくこと。（別紙出

題範囲参照） 
(3) 不登校生徒の受け入れについて前向きにご検討いただくこと。 
(4) 調査書の県内統一化を検討していただくこと。 
(5)  評定分布一覧表は提出書類に入れていただくこと。 

 
７  感染症等により、特定の志願者が不利になることのないようご配意をお願いします。ま

た、追検査の適切な日程設定や納付金の締切日に関する個別対応などについてもご配意を
お願いします。 

 
８ 特色入試を実施については、その趣旨や内容、方法等について、学校へ十分な周知をお

願いします。  
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令和６年６月１９日 

 愛知県専修学校各種学校連合会 

  会 長  市 原 康 雄 様 

愛知県小中学校長会   会長  都築 孝明  

名古屋市立小中学校長会 会長  鈴木  健  

合同進路委員会    委員長   西脇 治郎  

 

中学校卒業生の専修学校各種学校への進学についての要望 

       

 県内中学校卒業生の受け入れにつきましては、格別のご理解とご配慮をいただき、深く感

謝いたしております。                                     

 中学校からの要望につきましては、今までも多くのことに善処していただいており感謝申

し上げます。中学校教育と進路指導の一層の充実のため、下記事項についてご検討いただき

ますよう要望いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

記 

 
１ 中学校３年生の２学期後半から３学期にかけての期間、適正な教育活動を行うことがで

きるよう、ご協力をお願いします。 
(1) 中学校訪問をする際の配慮の継続（事前連絡や訪問回数） 
(2) 進学相談の期日の厳守（今年度は令和６年１２月１８日(水)以降） 
(3) 合格者出校日（入学者説明会）等を実施する際の中学校の授業への配慮 
 ・ 卒業式前の平日（授業日）には実施しないでいただきたい。 

 
２ 学校案内等の共通化を引き続きお願いします。 

(1) 学校紹介ポスターやチラシ及び学校案内冊子への年号の明記と送付の配慮 
(2) 学校案内や募集要項に納付金等の入学時に必要な金額・納入期限の明示 
 ・ 金額未確定の場合には、前年度の情報を記載していただきたい。 
(3) 学校案内、募集要項、願書等出願書類の一人分ずつのセット化 
(4) 学校案内や募集要項（ＰＤＦ）のホームページへの掲載 

 
３ 体験入学等の実施時期・回数・内容等の充実と、参加手続きの簡便化をお願いします。 

(1) 実習・体験を中心とした実施内容の充実 
(2) Ｗｅｂによる申込の拡大及び手続の簡便化 
 ・ ホームページからの個人申込など、Ｗｅｂによる申込を拡大していただきたい。 
(3) 中学校を通して申し込む際の先着順・人数制限の見直し 
 ・ 受付期間に定員オーバーした場合は専修学校側にて抽選等による人数制限をしてい

ただきたい。 
 
４ 入試関係事項の一層の改善をお願いします。 

(1) Ｗｅｂ出願・調査書提出の一層の拡大とシステムの共通化 
(2) 推薦合格発表の迅速化、合格通知方法 
(3) 調査書等、書類の様式の統一（Ａ４判）と簡便化 
(4) 検定料の振込み方法の拡大(ＡＴＭの利用拡大及び併用) 
(5) 出願日・入試日程の調整（引き続き私学の入試日程に合わせていただきたい） 
(6) 一般入試合格者（併願者）に対する入学金の支払期日の配慮 

 
５ 合同説明会の趣旨を生かすために、引き続き内容のより一層の充実をお願いします。 
 
６ 感染症等のため、当日の受験ができなくなった生徒への受験機会の確保、入学金の支払

期日の配慮等の対応を引き続きお願いします。 
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令和６年７月１２日 
 愛知県教育委員会 
 教育部長 橋本 具征 様  

愛知県小中学校長会   会 長  都築 孝明 
名古屋市立小中学校長会 会 長  鈴木  健 
合同進路委員会     委員長  西脇 治郎 

 
中学校卒業生の公立高等学校への進学についての要望  

 
 県内中学校卒業生の公立高等学校への進学につきましては、従前より格別のご理解とご配慮をい
ただき、ありがとうございます。令和５年度の新たな選抜制度導入に続き、令和６年度入学者選抜では
Ｗｅｂ出願のしくみが導入され大きな変化の年となりましたが、様々なご配慮をいただき無事に入学者
選抜を終えることができました。改めて深く感謝申し上げます。 
 新たな選抜制度の円滑な実施と、一層の学校教育と進路指導の充実のため、下記事項について
ご検討いただきますよう要望いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
１ 進路希望や進学者数実績の実態に合った「募集人員の策定」をお願いします。 

 令和６年度の公立高校への入学者数については、前年度から大きく改善されたものの、２０００人
に迫る欠員が生じることとなりました。一方で昼間定時制高校は今回も募集人員を大きく上回る志
願者数となり多数の不合格者がでることとなりました。このような実態を踏まえ、募集人員の調整にあ
たっては、地域間の生徒の流出入、通学の利便性などを考慮し、進路希望調査に応じて適切に算
定していただきますようお願いします。 

 
２ 高等学校の多様化・特色化に向けて、全日制・定時制課程の学科等の充実を図り、一層の魅力

発信を進め、生徒の希望や意欲に応えていただきますようお願いします。 
 (1) 「体験入学・学校見学」について、具体的な志望校を検討するために、夏季休業中に加え２学

期も行うなど複数回の実施をし、さらなる充実をお願いします。また、Ｗｅｂによる個人申込の導入・
拡大を進めていただきますようお願いします。 
 参加者数を絞り込むために、中学校を通して「人数制限」したり「先着順での受付」をしたりする
こととならないようご配慮をお願いします。 
 実施日については、中学校の教育活動に支障がないようにご配慮をお願いします。 

 (2) 「校名変更や、学科新設・改編」等は、遅くても入試実施の前年度末までには決定して知らせ
ていただきますようお願いします。 

 
３ 感染症等のために、特定の志願者が不利となることがないよう、受検機会の確保等、必要に応じ

た措置や対応を引き続きお願いします。 
 
４ 「入学者選抜にかかわる諸課題」について、ご検討をお願いします。 
 (1) 入試事務の簡便化にかかわる問題 
 (2) 面接・特別検査にかかわる問題（実施内容・実施時刻等の案内の配慮） 
 (3) 推薦選抜にかかわる問題（基準や出願資格等の明確化） 
 (4) 特色選抜にかかわる問題 
  （求める生徒像の明確化、それに適した選抜方法の実施、選抜基準の明示） 
 (5) 入学者説明会の中学校の授業への配慮（卒業式前の平日に実施しない）    
 
５ Ｗｅｂ出願システムの課題について、できる限りの改善と、円滑な実施のための早期の情報提供を

お願いします。 
 (1) システムに登録する諸情報の点検作業を教員が余裕をもって確実に行うことができるようにする

ための、諸情報の登録手順に関わる改善 
 (2) システムの操作性に関わる改善 
 (3) ワンタイムパスワードの受信に関わる問題の改善 
 (4) 全県試行の、できる限り早い時期での実施 
 (5) マニュアルの工夫、解説動画の配信などによる、Ｗｅｂ出願の方法の周知徹底 
 (6) Ｗｅｂ出願におけるサポート窓口の充実（志願者用・学校用、受付時間、休日対応） 
 (7) Ｗｅｂ出願システムによる出願・志願変更時のトラブルへの柔軟な対応（引き続きお願いします） 
 (8) Ｗｅｂ出願システムの改修点に関する早期の情報提供 
 
６ 令和８年度入学者選抜について、入試日程全体がこれ以上早期化することがないようにするとと

もに、志願者や中学校がゆとりをもてるような入試日程の設定をお願いします。 
 (1) 私立一般の合格者発表から公立推薦・特色選抜出願まで 
 (2) 推薦・特色選抜の合格者発表から一般選抜出願まで 
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